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法政大学におけるLTIツールの開発

• プログラミング教育支援ツール max+ 

• 相互評価支援ツール peas
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Java学習用ツール max+
• Java学習用ツール 
JUnitにより提出プログラムを自動チェック 
テスト結果はその場でフィードバックされる  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相互評価支援ツール peas
• 学生間の相互評価のためのツール  
他者への評価の入力、自分への評価の閲覧が可能 
レスポンシブでスマホ対応  
昨年度にLTI対応した  
グループ評価にも対応
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LTIツールの利用状況
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Tool Provider Tool Consumer 利用者

max+

法政大学 授業支援システム 理工学部

検証用Moodle 熊本大学

検証用Sakai 名古屋大学

peas

法政大学 授業支援システム 理工学部、経済学部、法学部

センターSakai 成蹊大学

情報科学部Moodle 情報科学部

Cengage オンラインテキスト センターSakai デザイン工学部

NetLearning Multiverse センターSakai デザイン工学部

商用サービス

他大学
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SaaS形式でのLTIツールの
共有における課題
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SaaS形式でのLTIツールの共
有における課題

• ツールの要件 

• サービスの運用 

• データの取り扱い
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ツールの要件
• コンテンツ（設問や課題）をどのレベルで共有するか 
peas: 教員ごとに個別に管理、csvによる読み込み/保存が可
能 
max+: 全教員で共有 

• 提出物の管理  
peas: クラス内（同じリソースID)のみ閲覧可能 
max+: 全教員で共有（要改善） 

• クラスごとに個別に管理するのが望ましいがいいものは共有
したい（max+とpeasのいいとこ取り）
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サービスの運用
• どのように利用者にLTIのkey/secretを発行/管理す
るか 

• 利用者の権限管理 
max+のような全教員でコンテンツを共有するものが
ある場合は教員権限を適切なユーザにのみ与える必
要がある。  
　LMS側のユーザ管理の問題なので難しそう 

• サービスの稼働環境、管理者をどうするか

 10



© Copyright Hosei University 

データの取り扱い
• ツール側に格納されるデータ 
利用者の組織のポリシーの問題 

• データの格納場所 
Caliperのようにデータストアを外部指定できるよ
うな仕組みも考えられる 

• LAのオプトイン/アウト
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まとめ
• SaaS形式でのLTIツール共有の課題について検討し
た。 
コンテンツの共有 
利用者の管理（主に権限） 
データの取り扱い（組織のポリシー） 

• 利用者/提供者/開発者としてご意見があればご教示
ください。 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